
栄養改善事業の国際展開検討チーム
報告
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内閣官房健康・医療戦略室

1

資料４



健康・医療戦略（平成26年7月22日閣議決定） （抄）

2

２．各論
（２）健康・医療に関する新産業創出及び国際展開の促進等に関する施策

３）健康・医療に関する国際展開の促進
エ）顧みられない熱帯病（NTD）や栄養不良等に関する官民連携による支援等

・2020 年オリンピック・パラリンピック東京大会に向けて、世界的な栄養改善の取

組を強化することについて、日英共同声明の中で確認したことを受け、日本の
優れた栄養強化食品などの研究開発力をいかし、新興国・途上国を含む各国
の栄養改善のため、官民連携を通じた包括的（インクルーシブ）ビジネスを含む

事業の国際展開を進めるとともに、こうした取組をスポーツ・フォー・トゥモローな
ども活用して国際的に発信する。





The Amsterdam Initiative against Malnutrition（AIM）
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食料と栄養の安全保障の改善に向け、多様なステーク
ホルダーが連携して取組むイニシアチブ。Market based
approachを用いて、革新的なソーシャルビジネスモデル
を開発し、財政的にも長期間持続可能な支援を行う。

事業開発： Unilever（日用生活品・食品）, DSM（ヘルスケア・栄養・素材）, Akzo Nobel（化学品）, 
SPAR（小売）, Rijk Zwaan（農業） 他

ネットワーキング： Hivos（NGO）, ICCO（NGO）, GAIN（NGO）
評価検証： Wageningen UR（大学系研究機関）, BoPlnc（NPO）
金融支援： Rabobank Foundation
資金提供： オランダ外務省（50%）、参加パートナー（50%）

参加パートナー

バリューチェーン全体の様々なレベル
農業、食品加工、スーパーマーケット、ヘルスクリニック、ヘルスアドボカシー、研究解析など

活動領域

事務局： GAIN, Akzo Nobel, DSM
体制

出典： AIM Brochureを元に、内閣官房作成
（http://2013.gainhealth.addison.com/sites/www.gainhealth.org/files/AIM_brochure_0.pdf）




